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今後の計画

嚥下食から嚥下調整食へ

嚥下食ピラミッド 金谷、2004

嚥下調整食学会分類2013

嚥下調整食学会分類２０１３

コード 名称 嚥下ピラミッド えん下困難者用食品 UDF その他

0
ｊ 嚥下訓練食品 L0 許可基準Ⅰ

ｔ L３（とろみ水）

1 ｊ
嚥下調整食１ L1・L2 許可基準Ⅱ 区分４

2
1 嚥下調整食２ L3 許可基準 区分４

2 Ⅱ・Ⅲ

3 嚥下調整食３ L4 区分３ 高齢者ｿﾌﾄ食

4 嚥下調整食４ L4 区分２ 高齢者ｿﾌﾄ食

嚥下ピラミッドに基づいた基準

当院の食種名称 食形態 Kcal

L0 嚥下１ ゼリー １００Kcal

L1 嚥下２
ゼリー＆
とろみ

３００Kcal

L2 嚥下３
ゼリー＆
とろみ

９００Kcal

L3 嚥下４
ピュレ＆
ペースト

１２００Kcal

移行食

特軟菜食
きざみ＆
とろみ

１５００～

特別食(形態対応)
１７００
Kcal

新しい基準(嚥下調整食学会分類２０１３）

食形態 Kcal
学会
分類

嚥下訓練食ｊ ゼリー １００Kcal ０ｊ

嚥下訓練食ｔ とろみ １００Kcal ０ｔ

嚥下調整食
１ｊ

ゼリー ６００Kcal １ｊ

嚥下調整食
２－１

ピュレ＆ペースト １２００Kcal

２－１

嚥下調整食
２－２

２－２

嚥下調整食３
ソフト・やわらか→
きざみあんかけ

１５００～ 3

嚥下調整食４
きざみ→

一口大あんかけ
１７００Kcal 4

新しい嚥下調整食の作成

嚥下２、３は統一？

追加？

食事オーダーを間違いやすい。
嚥下食に必要な形態を嚥下調整食として組み込んでほしい。

病態に応じた
嚥下調整食も必要


